
診断における改善提案項目

大中事業者向け
診断の

お問い合わせ先
技術支援センター

〒108-0023 東京都港区芝浦2-11-5 五十嵐ビルディング

診断の流れ

件数ベース

圧縮空気・蒸気等エネルギーユーティリティに関する省エネ改善提案は、全提案の約
半分を占めており、診断によって多くの事業所で課題が見つかっています。

エネルギーユーティリティに
関連した省エネ提案

省エネ診断を中核としたエネルギー最適化診断の流れは、以下の通りです。
※1)ご提供いただいた情報については秘密保持を

厳守しますが、必要な場合には別途秘密保持
契約を締結します。

※2)ご提供いただきたいデータは以下のものです。
・エネルギー（燃料、電力）使用状況
・主要設備仕様、台数 等

※3)発注・契約の手順は以下の通りです。
①仕様書 （貴社） → (省エネセンター)
②見積書 (省エネセンター) →（貴社）
③発注書 （貴社） → (省エネセンター)
④請書 (省エネセンター) →（貴社）

※4) 契約完了

※5) 規模やエネルギー使用状況等に応じた診断を
おこないます。

※6) 省エネルギーセンターが報告書を作成します。

※7) 主な診断結果について結果説明会を実施します。

詳細はお問合せ下さい。

2ヶ月程度

（１）仮申込・データ提供

（３）診断
・事前調査（必要時､半日程度）
・省エネ診断（１日～）
・計測（必要時）

（２）発注・契約手続き

（４）報告書

※1)

※5)

（５）診断結果説明会

※6)

※2)

※3)

※7)

※4)
診断開始

TEL：03-5439-9733 FAX：03-5439-9738
電話受付時間10:00～12:0013:00～17:00（土、日、祝日を除く） 資源の有効利用のため、古紙パルプ

配合率80％、白色度70％の再生紙、
大豆油インキを使用しています。

2025.1/15k

お問合せメールはこちら

これまでの診断実績

診断結果の一例

・カーボンニュートラルに向けて脱炭素化を進めたい
・設備やエネルギー消費機器が多く、どれから省エネを進めたらよいかわからない
・ムダなエネルギー消費がどれだけあるか具体的に把握したい
・デマンドピークの要因分析をしたい、DRの可能性を知りたい
・自社のこれまで行ってきた省エネ活動を評価してほしい

データを
活用
データを
活用

このような方におすすめ！このような方におすすめ！

省エネルギーセンターの「徹底した省エネ」に向けた活動支援

エネルギー使用量が多い事業者向け

エネルギー最適化診断

・空調・熱源設備更新提案
延床面積
107,000m2

エネルギー使用量
2,400kL

総合学園
ビ
ル

・空調、給湯の省エネ診断、ボイラ運用最適化
・冷温水機の冷却水設定温度の最適化等

延床面積
62,000m2

エネルギー使用量
3,300kL

総合病院

・工場全体のエネルギーフロー解析、最適化
・クリーンルームの運用を中心とした省エネ施策提案

敷地面積
120,000m2

エネルギー使用量
6,000kL

製薬工場

工
場

・コンプレッサと空調の運用最適化、最適制御
・工場運用、設備稼働、最適化 デマンド制御

延床面積
13,000m2

エネルギー使用量
2,800kL

精密機械

・蒸気・圧空・空調が同程度に存在する複合的な工場
・運転パターンに合せた省エネ提案

エネルギー使用量
137,000kL化学工業

・焼成炉の省エネ、稼働に合わせた全体最適化
・インバータ化、漏洩防止等省エネ提案

エネルギー使用量
3,300kL窯業



診断事例

●デマンド（使用電力）の詳細解析により

需要のピークを特定し、契約電力低減

や夜間電力低減を検討

デマンド解析によって省エネ課題を抽出

●電力原単位と生産量や気温の関係を明らかにし、原単位低減方法を検討

デマンド解析によって原単位を評価、改善

デマンドコントローラ
によるピークカット

デマンドピーク
TOP１０

機械器具製造業

繁忙期は自動運転による
夜間電力需要が発生

デマンドコントローラ
によるピークカット

機械組立工場 昼間稼動

事業場の稼動と電力消費の関係
→ 休日 vs 稼働日(週) → 固定電力の消費

電
力
量

(k
W

h 
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分

)

曜日合わせ月別電力消費

月 火 水 木 金 土 日

お盆休みに固定電力が下がっている
何が効いているか

デマンド3Dグラフ

デマンド30分値ピーク一覧

季節による原単位の違いあり

生産量（施設負荷）と電力原単位

食品製造業

気温と電力原単位の相関

輸送用機械器具製造業

電
力
原
単
位

気温（℃）

生産設備停止時の空調
の稼働状況確認が必要

稼働生産機器との連動
適正化の可能性あり

中間期に外気冷房の活
用が検討可能

特徴：診断先の状況に応じて診断メニューを選択

省エネ提案 具体例
EMS解析によるデマンド抑制: デマンドのピーク特定、固定電力のムダを見える化、生産量/温度と原単位の相関
生産機械の固定エネルギーを削減： 加工機械の電流を計測し、夜間・休日等の待機電力を削減
圧縮空気システムのムダ抽出と改善： 漏れの計測、圧力最適化、圧損低減、コンプレッサの使用電力削減
熱解析によるムダ抽出と改善： 熱漏洩計測、スチームトラップ不良検出、圧力最適化

電
力
原
単
位

生産量

診断事例

生石灰

バーナ

煙突

燃料＋燃焼用空気

ガスの流れ

原料の流れ

酸素濃度計測箇所

[O2]= 3.2% [O2]= 3.2%

[O2]= 12.9%

・排ガス流れの定量化、炉体等温度計測
・計測項目： 炉圧、酸素濃度、外壁温度
・熱解析 ： 漏洩空気量の推定、熱漏洩個所
・省エネ対策 ： 設備侵入空気の削減、断熱対策(耐火材補修)

[O2]= 10.5%
侵入空気

36,000Nm3/h
侵入空気

51,000Nm3/h

全排気量
148,000Nm3/h

燃料
燃焼熱
100％

生石灰焼成
プロセス
(ロータリー
キルン)

燃焼用空気予熱
（排熱回収）

原料中水分の蒸気

CaCO3 → CaO
化学反応熱

排ガス損失

侵入空気

炉体放散熱

侵入空気による持出し分

炉体断熱強化

炉侵入空気削減
（漏洩対策）

ロータリーキルンの熱勘定図

生石灰の焼成プロセス炉外壁の熱画像

（侵入空気により排風機にも無駄な動力発生）

断熱材劣化による外壁高温化

加熱
プロセス

燃料・燃焼
100％ 蒸気

ボイラ

燃焼ロス

配管放散熱ロス スチームトラップ・
ドレンロス

・空気比の適正化
・負荷の適正化
・ボイラ高効率化

・バルブ、フランジ保温
・休止配管撤去
・保温劣化更新
・ドレン補修

・蒸気圧力の適正化
・トラップ劣化更新
・ドレン回収

排ガス損失

点火・消化

ブロー

排熱回収

・給水予熱
（エコノマイザー）
・燃焼空気予熱
（レキュペレータ）

・蒸気流れの定量化、配管等温度計測
・計測項目： 給水・燃料流量、酸素濃度、外壁温度
・熱解析 ： 熱勘定図
・省エネ対策 ：熱漏洩の削減、ボイラ運転最適化、排熱回収

ロータリーキルン

原料予熱設備
排風機

バグフィルター

石灰石

熱解析（ロータリーキルンの熱勘定）

蒸気システムの熱効率改善


